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間接補助事業の名称：産業間情報流通システム活用による蓄電池の価値最大化実証

＜事業概要＞

事業概要：REVortex株式会社 ②データ連携（電池パスポート）、リユース・リサイクル

・静脈産業の事業開発において、別途開発される“日本版電池パスポート”を通じて、動脈産業が保持する情報を購入するシステムを開発し、事業生産
性の向上だけでなく、産業全体への波及を行えるようにするもの。
・静脈産業でユースケースを設定、それに必要となる情報を特定し、 “日本版電池パスポート“に対しAPI※を通じてリクエストする。
・それにより、情報セキュリティを維持しつつ、最低限の情報流通コストで産業間情報連携を社会実装、蓄電池の流通活性化、価値最大化を目指す。

※API：「Application Programming Interface」の略で、異なるソフトウェアやシステム間で機能やデータを共有するためのインターフェース

＜実施体制図＞

⽇本版電池パスポート

【トヨタ⾃動⾞株式会社】
【本⽥技研⼯業株式会社】 【REVortex株式会社】

・カーOEMとして、リクエストに応じた
情報のウラノス提供
・ウラノス連携検討への参画

・電池セルメーカーとして、リクエストに応じた
情報のウラノス提供
・ウラノス連携検討への参画

API,
個社領域

【運用ルール】
・提供側の開示基準等
・受取側の使用可能範囲等

・静脈産業でのユースケース策定
・電池パスポートへのリクエスト要件策定

【プライムプラネット
エナジー＆ソリューションズ株式会社】

※ 【社名：赤字】 → 実証事業申請者
【社名：青字】 → 必要不可欠な協力事業者（補助を受けない協力先）

（当該実証事業のスコープ）

【⼀般社団法⼈
⾃動⾞・蓄電池トレーサビリティ推進センター】

（リクエスト）

（レスポンス）

（事業会社システム）

（データ売却・動脈産業側） （データ購入・静脈産業側）
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